


























  要約:近年、アレルギー疾患は生活構造の変化、食生活の多様化などにより、増加の傾

向にあるといわれる。さらにアレルギーの機序も多岐にわたり、その冶療も環境や食事な

どの抗原除去に始まり、薬物療法、鍛練療法などを統合した療法が行われている。

  また、昨今小児のアレルギー疾患では食物による開与が重要視される一方、情報の氾濫

により不十分な診断により不必要な、あるいは過度な食物制限の報告が散見される。小児

におけるアレルギー疾患での食物の関与は約 10%を占めるといわれ、、食物関与が明らか

な場合の食物制限は必要である。 しかしこのような食物制限に際しても、環境改善やス

キンケアーなどに対する指専が重要であり、さらに食物制限に平行して子供の成長・発達

への注意と児およぴ家族、特に母親への心理的・精神的支援に配慮すべきである。

  本章は専門職のいない地城における保健婦・栄養士に対する食物アレルギーの対応策に

ついて(1)食物アレルギーとは、(2)診断と検査、(3)食物制限の注意事項、(4)妊婦への対

応、(5)食物制限の具体的対応、(6)食物アレルギーの支援システム、(7)環境整備などに

ついて纏めてみた。


